
琵琶湖の漁業

古墳時代(3～7世紀)のエリの跡（あと）。
産卵にきた魚をつかまえるために、ヨシ原の近くに作られて
いたといわれています

（写真：滋賀県琵琶湖システムH.P.より）

現代のエリは、規模も大きくなり、沖に向かって伸びています



魞

琵琶湖の漁業

右上：明治時代にかかれたエリ漁の様子。滋賀県H.P.

右下：「エリ」のしくみ。静岡新聞H.P.



琵琶湖の漁業

オイサデ漁 刺網（さしあみ）漁 沖すくい網漁 沖曳き（ちゅうびき）網漁

琵琶湖で行われているさまざまな漁法 ※ 写真は滋賀県漁連H.P.より



琵琶湖の漁業

琵琶湖でとれる主な魚など

アユ（コアユ） ニゴロブナ ホンモロコ

ビワマス セタシジミ イサザ

※ 写真は滋賀県水産課H.P.より



琵琶湖の漁業

琵琶湖の漁獲量（単位：トン）



琵琶湖の漁業


